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要　旨　近年，アクティブ・ラーニングという言葉が学校教育界のキーワードとして頻繁に
取り上げられている。本研究では，アクティブ・ラーニングにおいて代表的な手法である「知
識構成型ジグソー法」と「ポスターツアー」を組み合わせ，協働学習を通して英語の４技能（聞
く・話す・読む・書く）の活動を統合的に行う授業実践モデルを構築することを目指した高
校英語授業を展開し，一定の成果を得たので，その成果と課題とを考察する。

キーワード　アクティブ・ラーニング　知識構成型ジグソー法　ポスターツアー　
　　　　　　４技能統合型活動　協働学習

１　はじめに

　平成21（2009）年３月に新しい高等学校学習
指導要領が告示され，教科外国語の科目編成は

「コミュニケーション英語基礎」「コミュニケー
ション英語Ⅰ」「コミュニケーション英語Ⅱ」

「コミュニケーション英語Ⅲ」「英語表現Ⅰ」「英
語表現Ⅱ」「英語会話」と改められてコミュニ
ケーション重視の方向がいっそう強められた。
これは，平成14年７月に戦略構想として発表さ
れ，翌15年３月に行動計画として具体化された

「『英語が使える日本人』の育成のための行動計
画」以来，陸続と発表された英語教育改革政策
の一環として捉えることができよう。この平成
21年告示の新学習指導要領では，「第３款　英

語に関する各科目に共通する内容等」の第４項
に「英語に関する各科目については，その特質
にかんがみ，生徒が英語に触れる機会を充実す
るとともに，授業を実際のコミュニケーション
の場面とするため，授業は英語で行うことを基
本とする」（文部科学省，2009，pp. 115－116）
と示され，従前の学習指導要領に比して強い姿
勢でコミュニケーション重視に踏み込んだ。ま
た，これを具体的に進めるために，４技能の総
合的な育成をめざした英語授業の展開が求めら
れている（文部科学省，2010）。
　一方，中央教育審議会の教育課程部会におい
ては次期学習指導要領の改訂に向けて議論が
重ねられ，その審議のまとめが平成28年８月
26日に発表されたところである（文部科学省，
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　この間，文部科学省からは英語教育の充実に
向けて下記の政策が相次いで発表されてきた。
・平成23年７月13日「国際共通語としての英語

力向上のための５つの提言と具体的施策～英
語を学ぶ意欲と使う機会の充実を通じた確か
なコミュニケーション能力の育成に向けて～」

・平成25年12月13日「グローバル化に対応した
英語教育改革実施計画について」

・平成26年９月26日「今後の英語教育の改善・
充実政策について　報告　～グローバル化に
対応した英語教育改革の五つの提言～」

・平成27年６月５日「生徒の英語力向上推進プ
ラン」

　これと並行して進められてきた中央教育審議
会における議論も，先述のごとく，その審議の
まとめが発表されて次期学習指導要領のおおよ
その輪郭が窺えるようになった。その改訂の基
本方針には，「社会に開かれた教育課程」の実
現や，学習指導要領が果たすべき「学びの地図」
としての役割，「カリキュラム・マネジメント」
の実施と並んでアクティブ・ラーニングが挙げ
られている（文部科学省，2016a，まとめのポ
イント，pp. 1－2）。
　中央教育審議会においてアクティブ・ラーニ
ングの概念が明示的に言及されたのは大学教育
の質的転換を論じた文部科学省（2012）であり，
その「学士課程教育の質的転換」の項に

　　生涯にわたって学び続ける力，主体的に考
える力を持った人材は，学生からみて受動的
な教育の場では育成することができない。従
来のような知識の伝達・注入を中心とした授
業から，教員と学生が意思疎通を図りつつ，
一緒になって切磋琢磨し，相互に刺激を与え
ながら知的に成長する場を創り，学生が主体
的に問題を発見し解を見いだしていく能動的
学修（アクティブ・ラーニング）への転換が
必要である。 （p.９）

と触れられ，その「用語集」には

　　教員による一方向的な講義形式の教育とは

2016a）。その「まとめのポイント」（p.２）に
は「生きる力」とは何かについて以下の資質・
能力の３つの柱に沿って具体化することが求め
られていることが述べられている。これは，
　①生きて働く「知識・技能」の習得
　②未知の状況にも対応できる「思考力・判断

力・表現力等」の育成
　③学びを人生や社会に生かそうとする「学び

に向かう力・人間性」の涵養
というものであるが，そのためには，すなわ
ち，「子供たちが『どのように学ぶか』に着目
して，学びの質を高めていくためには，『学び』
の本質として重要となる『主体的・対話的で深
い学び』の実現を目指した『アクティブ・ラー
ニング』の視点から，授業改善の取組を活性化
していくことが必要」（同，p.２）と述べられ
ている。
　このアクティブ・ラーニングについては，近
年，英語教育界においても様々に取り上げら
れ，専門誌でも「言語活動の充実とアクティブ・
ラーニング」（『英語情報』2016夏号），「授業に
活かすアクティブ・ラーニング」（『英語教育』
2016年８月号）などの特集が組まれている。
　本稿は，高等学校の英語授業にアクティブ・
ラーニングを取り入れるにはいかなる方法が可
能か，また，成果を得るためにはどのような手
法が妥当かを探りつつ，数年間にわたる試行錯
誤を経て一定の成果を得るに至った授業実践を
報告し，その成果の分析を通して今後の課題を
検討することをねらいとする。
　なお，本稿の１，２，８節と７節の一部は竹中
がまとめ，３～７節は主として餅が授業実践を
中心に記述して，全体を竹中が整えた。

２　英語教育とアクティブ・ラーニング

　現行の学習指導要領は平成25年度より学年進
行により実施されており，本年28年度は全面実
施２年目に当たるが，高等学校の教育現場で
は，その告示時に見られた激震とも，或いは動
揺とも言い得る混乱がようやく収束し，多くの
教師が授業の改革に真摯に取り組んでいる。
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異なり，学修者の能動的な学修への参加を取
り入れた教授・学修法の総称。学修者が能動
的に学修することによって，認知的，倫理
的，社会的能力，教養，知識，経験を含めた
汎用的能力の育成を図る。発見学習，問題解
決学習，体験学習，調査学習等が含まれる
が，教室内でのグループ・ディスカッション，
ディベート，グループ・ワーク等も有効なア
クティブ・ラーニングの方法である。 （p. 37）

と概念規定がなされている。
　そして，平成27年１月29日にその第１回が開
催された教育課程部会教育課程企画特別部会
においては，審議事項の３本の柱の一つとし
て，アクティブ・ラーニングによって学びを深
めていく学習方法を内容と関連付けてどのよう
に示していくべきかが諮問されている（文部科
学省，2015）。こうして，次期学習指導要領に
おいてはアクティブ・ラーニングがキー・コン
セプトの一つに挙げられることになるが，これ
が英語教育の場合においてはどのように解釈さ
れるであろうか。この点について，文部科学
省（2016b）は，「『主体的・対話的で深い学び』
の実現とは，学校教育における質の高い学びを
実現し，学習内容を深く理解し，資質・能力を
身に付け，生涯にわたって能動的（アクティブ）
に学び続けるようにすることである」（p. 19）
とし，そのうち深い学びの過程について，

　　高等学校では，日常的な話題や社会問題な
ど幅広い話題について，外国語を通じて情報
や考えなどを的確に理解したり適切に伝え
合ったりする力の育成が重要になる。そのた
めには，聞いたり読んだりして得た情報や考
えなどを活用して話したり書いたりする統合
型のスピーチ，プレゼンテーション，ディ
ベート，ディスカッションなどに主体的・協
働的に取り組むことが大切である。これらの
活動では中学校と同様，例えば，当該考えと
理由を伝え合い，それを基にして情報や考え
などを整理して書くというように，複数の力
を統合させて行うことになる。 （pp. 20－21）

との方針を示している。
　このように，学校英語教育にアクティブ・
ラーニングの考えが取り入れられようとしてい
る今，学校現場ではすでにその取り組みが始
まっており，「はじめに」でも述べたように，
英語教育の専門誌上にその報告がなされている。
　ここでは，高等学校における取り組みの一
例として，田中他（2011），東京大学CoREF

（2016），益川（2016）を参考に筆者（餅）が実
践した「知識構成型ジグソー法」を用いた英語
授業を取り上げ，これを検討する。なお，「知
識構成型ジグソー法」は東京大学のCoREF（大
学発教育支援コンソーシアム推進機構）が独自
に開発した学習法である。

３　「即興リテリング」と「推論発問」

　本活動を創案し実施するまで，以下のような
２年間の指導の流れがあった。
　現行の高等学校学習指導要領が施行される前
年の平成24年度，文部科学省の「英語力を強化
する指導改善の取組の拠点校」事業による研究
指定校として，香川県では高松北高校が坂出高
校とともに指定を受けた。筆者（餅）は，その
高松北高校の研究主任として，筆者（竹中）及
び香川県教育委員会高校教育課指導主事，香
川県教育センター指導主事の指導助言の下に，

「英語を使用した実際のコミュニケーションの
場としての授業づくり」を目指していたが，１
年の期間では十分な成果をあげられず，その後
も授業改善に努めてきた。
　その際，常に意識していたこととして，以下
の２点があった。
（１）いかにして生徒を家庭学習（特に音読）

に向かわせるか
（２）いかにして授業でしかできない活動を取

り入れるか
　結果論ではあるが，この２つのテーマは，次
期学習指導要領のキーワードになるであろうア
クティブ・ラーニングの「主体的な学び」「対
話的な学び」「深い学び」と関わりがある。
　これらのテーマに即して用意したのは，（１）
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には「即興リテリング」であり，（２）には「推
論発問」だった。
　即興リテリングは，筆者（餅）の創案に係る
もので，家庭でしっかり音読してきた後，授業
では即興で与えられたキーワードを使用してリ
テリングをするという手法である。リテリング
には様々な方法があるが，この手法では生徒は
事前にキーワードを与えられていないため，予
習としてリテリング原稿を準備することができ
ない。そのため十分に音読をしてくる必要があ
る。と同時に，即興で物語を構築する作業も求
められる高度な活動である。なお，推論発問は
田中他（2011）に基づいた。
　この活動の導入後，生徒は実際に家庭で積極
的に音読に取り組むようになり，即興リテリン
グのある授業前には，生徒たちは休み時間をも
音読練習に利用するという姿勢が身についた。
　この活動を実施し，副産物として得られたも
のが２つあった。一つは，キーワードを与えて
からリテリングまでに与えられた準備時間に，
生徒たちが集中して真剣に準備に取り組む姿勢
である。与えられたキーワードを使って一心不
乱に全員が一言も発せず準備に集中している姿
は，まさに「主体的な学び」を象徴していた。
　もう一点は，この活動に対する生徒の自己評
価に現われたところであるが，リテリングを発
表した後に様々なリアクションが生徒に見られ
たことである。うまく話せたことで充実感を滲
ませた表情や大きな歓声，また，反対に，最後
まで話し終わらないうちに発表時間が終わった
り，うまく話せなかったことに対してもどかし
そうな表情を浮かべたり，苛立ちの声などがあ
ちこちで発生しているのを見聞きするのは，授
業観察として大変楽しく有意義な時間であった。
　この活動は，最後に志願者数名が教壇に立
ち，自分のリテリングを全体に披露して終了す
るのだが，見事なリテリングが披露された後に
は惜しみない拍手がクラス全体から送られ，彼
らの英語学習意欲が一層高まったと感じられた。
　即興リテリングは，指導と評価の一体化とい
う点も考慮して，定期考査にも導入した。ス
ピーキングからライティングに評価軸を転換さ

せ，キーワードを用いて英文を書かせた。
　その結果，生徒は試験前にも何度も音読する
ようになった。この活動を続けることで，英文
を書くことに苦痛を感じる生徒の数が従来より
減少したと思われる。活動型の授業ではある
が，成績面でも過年度と比較して良好である。
　しかし，リテリングはインタラクティブな活
動と呼ぶことはできない。なぜなら話し手が聞
き手に伝えるだけの活動だからである。
　従ってテーマ（２）に対応するため，授業の
もう一つの柱として推論発問を導入した。推論
発問とは，テキスト上の情報を元に，テキスト
上には直接示されていない内容を推測させる発
問である。これによって多様な解釈を生み出す
ことが可能となり，互いに意見を交換すること
で「対話的な深い学び」を導くことが期待でき
る。
　この活動を導入した結果，書き手や登場人物
の思いを本文中から推測するため，生徒はより
注意深く本文を読むようになった。またそこか
ら得られた自分の考えを仲間と話し合うという
作業は，従来のペアワークやグループワークに
はなかった活発な意見交換をする姿を生徒間に
生みだした。多様な意見を交換することで，驚
いたり感心したりする言葉が教室のあちこちで
飛び交った。また自分の考えを十分に伝えられ
ないことから，もどかしく感じて更なる研鑽に
励もうという意欲をもつ生徒が多く現れた。
　この２つの活動を軸として２年間，生徒たち
は英語学習に励んできたが，今回は更に負荷度
は上がるものの，よりインタラクティブな協働
学習が期待できる，高度な活動を準備した。

４　知識構成型ジグソー法によるポス
ターツアー

　 知 識 構 成 型 ジ グ ソ ー 法 と は， 東 京 大 学
CoREF創案の，限られた授業時間内に協調的
問題解決を実現させる学習環境のデザインであ
る。
　益川（2016）は，授業設計における４つのポ
イントとして，
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　１）問いに対する解答を考えたくなる学習課
題，

　２）考えるためのヒントとなる情報がある学
習課題，

　３）自分の考えを深めたくなる学習活動，
　４）考えの変容が知りたくなる学習記録
をあげており，それらをうまく埋め込んでいる
アクティブ・ラーニングの一例として，知識構
成型ジグソー法を取り上げている。
　今回実施した手法は，この知識構成型ジグ
ソー法とポスターツアーを組み合わせたもので
あるが，それぞれについて説明をしておきた
い。
・ジグソー法は，協調学習の支援方略として発

展したものである。まず課題を用意して分割
し，その分割した教材を各グループに配付
し，それぞれのグループ（エキスパートグ
ループ）で課題の理解，分析を行う。その後，
このエキスパートグループを解体し，新たな
グループ（ジグソーグループ）を再構成して，
ポスターツアーでの学習を実施する。

・ポスターツアーは，ジグソー法の応用であ
る。ポスターとは，模造紙などの大きな紙１
枚に学習内容などをわかりやすくまとめたも
のである。ポスターツアーはこのポスター作
成に加え，ジグソー法的なグループの再編成
を行って，各担当者が発表することで，全体
で全てのポスターの内容を共有する活動であ
る。

　典型的な手順は以下の通りである。
①　課題を用意
②　各グループ（エキスパートグループ）でポ

スターを作成
③　ポスターの完成
④　ツアーグループ（ジグソーグループ）の編

成（各グループからポスターをまわるグ
ループを再編成する）

⑤　ポスターツアー開始（自分のポスターにき
たら説明）

⑥　次のポスターへ移動（時間を区切って次の
ポスターへ）

　また，この活動の特徴は以下の点にある。
・全員にプレゼンテーションの機会がある。
・異なるトピックをグループが担当するため，
効率よく知識の獲得を行うことができる。

５　展開例

　今回は高校３年生に対して，１年次に学習し
た英文を使用して実施した。既習の英文を再度
利用した理由は，生徒たちはこの活動が初めて
であり，３年生の英文を使用すると，円滑な活
動が難しいと考え，負担を軽減するためであ
る。
　以下は実際の手順である。末尾の附録（学習
指導案）及び資料（授業に使用したワークシー
ト等）を参照されたい。
　なお学習指導案に，１クラスを16人の編成と
記載しているのは，簡略化のためである。１
レッスンを４パート，４人でジグソーグループ
活動を実施すると想定した方がわかりやすいた
めであり，実際は37人のクラスで実施した。現
実には活動当日に欠席者が出て，ジグソーグ
ループのメンバーに欠員が生じたりするので，
予め５人グループの班も複数作っておき，いざ
という時に補充ができるよう，柔軟に対応した
い。

準備物１（授業まで）
（生徒への配付物）
・ワークシートⅠ（資料①②）
　表面：自分が担当するパートのサイトトラン

スレーションシート（資料①）
　裏面：リテリングに使用するキーワードと関

連したイラスト（資料②）

　生徒は，指定時間でキーワードを用い，担当
パートをリテルできるよう音読練習してくる。
リテルに与えられる時間は，全英文を読める時
間より短く設定されており，適当な言い換えを
しなければ，時間内に内容を伝えられない仕掛
けになっている。またリテルの時に生徒が利用
できるのはワークシートⅡだけなので，音読を
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十分にしていないと，リテルができないように
なっている。
準備物２（授業時）
　机は予め４人１組で固めて４箇所設定する。
各机上には，ポスターカード（資料⑤⑥）が配
置されている。そこに各エキスパートグループ
のメンバーで着席しておく。（手順①）
▶ 教員の使用道具
・キッチンタイマー（時間管理に使用）
・iPad及びプロジェクターとスクリーン（生徒

の作品発表等に使用）
▶ 生徒への配付物
・名札（自分が所属するエキスパートグループ

及びポスターツアーのグループを示したも
の）

・ストップウォッチ（リハーサル用に人数分）
・ワークシートⅡ（資料③④）
　表面：メモ用紙（資料③）
　裏面：ストーリー完成用紙（資料④）
▶ ポスターツアーに使用するもの
・ポスターカード（A４サイズ）（資料⑤⑥）
　表面：各パートの内容を示した絵（資料⑤）
　裏面：リテル用キーワード（資料⑥）
▶ 活動終了時に配付するもの
・オリジナルテキスト（資料⑦）
　使用すべきキーワードには下線が引かれてい

る。

展開例（詳細は指導案を参照）
１/２時間目
＜導入＞
（エキスパートグループでの活動　その１）
１）手順の説明
　本時の目標と実施手順の確認。
２）表現学習
　質疑応答時に有効な表現を学習。
３）練習
　ストップウォッチを使用し，最終リハーサル。
＜展開＞第１回ポスターツアーとライティング
（ジグソーグループでの活動）
第１回ポスターツアー（手順②）
１）エキスパートグループを解体し，ジグソー

グループを編成してポスターツアーへ。ジグ
ソーグループの構成員は，担当箇所が全員異
なる任意のエキスパートから成る。

２）ポスターツアー時にはワークシートⅡと，
筆記用具のみを持参，他の資料は持たせな
い。

３）それぞれ４つの集合場所にはポスターカー
ドが１枚置かれているので，担当者は，ポス
ターカードを用いて他のメンバーに指定時間
でリテルする。

４）残りのメンバーは，聞き取った情報を資料
③にメモ書きする。

５）質問応答の時間が設けられているので，聞
き取れなかった部分や疑問に思った点を英語
でやりとりする。

６）質疑応答の終了後，ジグソーグループのメ
ンバーで次のポスターカードのある場所へ移
動。次の担当者が３）～５）の活動を行う。

７）以上を全パートが終了するまで繰り返す。
（エキスパートグループでの活動　その２）
第１回ライティング（手順③）
１）ジグソーグループを解体し，再度エキス

パートグループで集合する。
２）ポスターツアーで得られた情報から，物語

全体を資料④に記入，完成させる。
３）メンバーと話し合う（日本語でよい）こと

で，不足していた情報を補ったり，辞書を積
極的に活用することで新たな表現を学習する。

＜次時への指示＞
　リテリングでうまく伝えられなかった箇所
や，質疑応答が不十分だった部分に気をつけ
て，リテリングを改善してくるように促す。
　なお，本活動を２時間実施する理由には，１
時間（50分間）で，十分な活動時間を確保して
全ての活動を終了させるのは困難だと分かった
からである。また，再度ポスターツアーを実施
することで，以下のようなメリットがあったこ
とがあり，これを踏まえて２時間配当の活動と
した。
・リテルを自己評価することで，うまく言えな

かった箇所を改善しようと前向きに練習に励
むきっかけが生まれた。
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・１回目で聞き取れなかった情報も，２回目で
正確に獲得する機会が生じた。

・十分に時間が与えられることで，辞書を活用
したり，友人や教員からの支援をもらったり
するなどして，自分なりに納得しながら物語
を完成させるという満足感を得させることが
できた。

２/２時間目
＜導入と準備＞
（エキスパートグループでの活動　その１）
＜展開＞第２回ポスターツアーとライティング
（ジグソーグループでの活動）
第２回ポスターツアー
（エキスパートグループでの活動　その２）
第２回ライティング
　ここまでの手順は，１時間目と同じである。
ただし導入部分の活動時間を割愛することで，
以下の活動時間を確保する。
＜オリジナル英文の確認と全体での振り返り＞
　ライティング活動終了後，オリジナルのスク
リプトを全員に配付して，自分たちが書き上げ
た英文と比べさせる。
　また，この段階では，生徒の英文はほぼ完成
しているので，机間指導中に優秀作品や代表的
な誤答例のある作品をiPadで撮影し，スクリー
ンに映して全体に見せることで，気づきを促す
ことが期待できる。

６　生徒の作例と感想

１）テキスト原文と生徒の作例
　この活動を行わせた成果を示すために，これ
に用いた英文の原文と，それを元に生徒が復元
した例とを以下に掲出する。

【原文（キーワードに下線）】
　In 1859, a samurai was visiting Yokohama.  
It was a special place.  It was one of the few 
ports in Japan open to foreign trade. A lot of 
foreigners came there.
　That samurai was good at speaking Dutch.  
That was the most popular foreign language 

in Japan then. In Yokohama, he tried to talk 
with foreigners. But he had a lot of difficulty. 
Nobody understood him. He wrote, “In Yoko-
hama, foreigners did not understand me at 
all. I also could not read signs. Then I realized 
that they were English words.”
　He discovered something surprising. Al-
most all Europeans there spoke English.  He 
thought he had to learn it, and he wanted to 
learn it. The samurai was Fukuzawa Yukichi.

【生徒が復元した英文（誤りを含め原文のまま）】
　In 1859 A samurai visited Yokohama. It was 
one of ports open for foreign trade. He was 
good at speaking Dutch, so he tried to speak 
foreigners, but it was difficult. Many of them 
spoke English. He thought he had to study 
English. His name was Fukuzawa Yukichi.

　この生徒のように，キーワードを使用できて
いなくても，大筋は掴めていた生徒が多数いた
点は興味深い。

２）本活動に対する感想
　本活動を２クラスに複数回実践した結果，生
徒に主体的かつ協働的な深い学びの作業を行わ
せるという目標がかなり達成されている手応え
が得られた。それを生徒の視点からも確認した
かったため，１クラス（37名）に対して自由記
述で感想を書かせた。
　以下はその抜粋である。概ね好意的にこの活
動を受け入れたようだが，その反面，英語運用
能力が高くない生徒にとっては，本活動の複雑
な手順が負担に感じられたようである。

【生徒の感想より抜粋】
▶ 好ましい評価コメント
・英語を話す，聞く，書くなど一度にいろんな

活動ができるので身になると思った。
・準備するのは大変だったけど，達成感がすご

くあって良かったです。また簡単な英文から
チャレンジしたいと思います！
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・メモをもとに英文を作るのは難しかったけれ
ど，やりがいがありました。

・とても良く頭を使った。
・面白い授業でした。聞き取りがあまりできな

いことが改めてよくわかりました。
・自分が話を覚えられていないと他の生徒が困

るので，できるだけ覚えようという気持ちに
なれた。良かったと思う。

・話を聞きながらメモするのは大変だったけ
ど，力になりそうだと思った。

・話の内容が分かってもそれを英語で書いてま
とめることはとても難しかったです。

・従来のリテリング［２年次までの即興リテリ
ング］ではなく，皆で英語で相談し合いなが
ら足りない部分を補う活動だったので，表現
に苦労した。でも言い換えが勉強できた。

・書いてみると，綴りがあやふやであることに
気づき，きちんと覚えねばと思いました。

・話を聞き取ってまとめるのが難しかった。１
年生の教材だったから良かったが，２年生の
英文だと追いつかないかもしれない。

・このグループ活動は新鮮で楽しかったです。
・自分の英文を要約する力と，リスニング力も

測れるので良かった。
・発想が独創的で餅先生らしい授業でした。
・非常に難しかった。２回目の方が内容を理解

しやすかった。ただ書く時間が短かった。
・１回習っていても時間が経つと内容を忘れて

いた。復習の大切さを感じた。
・自分が上手に伝えないと他の人が困るという

責任感が感じられて，いつもよりリテルがう
まくできたと思う。

▶ 改善を求めるコメント
・ ２回目は集中力が落ちる。
・もっとメモを取る時間を作ってくれないと，

活動が間に合わないときがあった。
・ポスターツアーのグループ活動は全てパート

１から始めた方が良い。途中から始まると話
がさっぱりわからなくなる。

▶ その他
・知らない文でやると面白いと思った。
・もっと難しい英文でもやってみたいです。

・既習の内容であったにも関わらず，リテルす
るのは簡単ではなかった。未読のものだとさ
らに困難になると思う。

・内容を聞き取り，それをまとめ直すことの方
が，伝える作業よりも大変だと思った。

　これらの感想から読み取れることは，生徒が
自らの学習を振り返り，それをメタ認知的に分
析していることである。これは自らの学びを深
めることにつながる，学習成立上の重要な要因
であり，アクティブ・ラーニングへの第一歩で
あると言うことができよう。

７　分析と考察
　この節では観点を分けて本活動を分析し，考
察してみたい。まず，本活動の優れているとこ
ろとしては次の点が挙げられる。

１）４技能を統合した主体的な活動である。
　聞く，話す，読む，書くの４技能を統合した
活動であり，そのことによる成果は学習指導要
領の求めるところに合致するものであるが，こ
れを技能ごとに見てみると，次のような長所が
挙げられる。
【読むこと】
・この活動は家庭学習となる。従って授業時に

時間を設ける必要がない。生徒は担当パート
を，指定時間でキーワードを用いてリテルで
きるようになることが求められる。もし自分
が十分に話せないと他の生徒に迷惑がかかる
というプレッシャーがあるため，生徒は内容
を理解しながら音読練習をしてくる。家庭で
の音読学習としては十分な負荷であると思
う。これは「何回（または何分）音読してき
なさい」のような回数や時間による量的課題
ではなく，各個人ができるようになるまで取
り組まなければならない質的課題である。

【話すこと】
・生徒はポスターを見せながら，リテリングと

いうプレゼンテーション活動を，時間内で他
のメンバーにうまく伝えなければならない。
十分に練習をしていないと緘黙する場面が生
じたり，全てのキーワードを使用しないうち
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に発表時間が終わってしまう。またキーワー
ドしか見ることを許されないため，即興性も
求められる。キーワードにはその課で習得す
べき文法項目も含まれており，「Can-Do」に
よる達成評価も容易である。

・リテリング後には，質疑応答の時間が設けら
れている。英語でやり取りすることで，不足
していた情報を協働して補完することが可能
である。

【聞くこと】
・ポスターツアーの際，生徒は自分の担当以外

のパートを聞いてメモを取ることが求められ
る。また聞き取れなかった部分やもっと深く
尋ねたい点について，質疑応答をすることで
物語のより正確な構築を目指す。

【書くこと】
・ポスターツアー後は，物語全体を復元する作

業がある。この時，生徒は入手した情報を用
いて，自由に自分だけの物語を創りあげる。
この活動では，辞書を積極的に活用すること
や，教員や周囲のメンバーに相談すること
で，新たな表現を習得することも可能である。

２）協働学習である。
　学習者同士がお互いに学び合い，励ましあい
ながら目標に向かって切磋琢磨しあうという点
で，この活動では以下のことが期待できる。
・参加者全員に発表の機会が与えられている。

これは各自が責任を持って活動することが必
要であることを意味する。なぜなら自分が
しっかりと準備して発表しなければ，他の
メンバーに迷惑がかかるというピアプレッ
シャーが働くため，活動に消極的な生徒の逃
げ得が生じないからである。と同時に，うま
く言えなくても，その後の質疑応答で，不足し
ている情報を補完できるので，安心感もある。

・ポスターツアー後，エキスパートグループで
のライティング活動の際，他のメンバーと持
ち寄った情報を交換する（ピアサポート）こ
とで，より正確な情報を獲得できる。また新
たな表現を教わることで，物語を更に豊かな
ものにできる。

３）インタラクティブな活動である。
　リテリングの後に質疑応答の時間が設けられ
ているが，その理由は以下の通りである。
・聞き手の立場から
　　うまく聞き取れなかった部分や，疑問が生

じた部分について，話し手に質問すること
で，問題の解決を図る。

・話し手の立場から
　　質問に答えることで，うまく説明できな

かった部分や，自分では気づかなかった点な
どを，補足説明することができる。

４）深い学びが可能である。
・リテリングというプレゼンテーション活動に

は制限時間が設定されているため，必ず適切
な言い換えが求められる。加えて，リテルは
指定のキーワードを用いなければならないた
め，自由度が制限されている。このキーワー
ドのおかげで，話す内容が一定に保たれ，話
者による極端に逸脱した物語になることを防
いだり，緘黙したりすることなく，メンバー
にある程度の内容を伝達することが担保され
ている。

・聞く活動では，リテルを注意深く聞き取るだ
けではなく，聞き取れなかった部分も前後関
係から推測して意味を掴むことも求められ
る。

・ライティングによる物語の復元活動では，積
極的に辞書を活用することが期待できる。ま
た，机間指導中の教員に助言を求めることで
も適切な表現を習得することができる。

・全体で優れた作品を鑑賞して，他者の多様な
表現を学んだり，よくある間違いについて注
意を喚起したりすることも可能である。

　次に課題であるが，これについては次の点を
挙げることができる。
・益川（2016）が述べるように，「『協調的な問

題解決活動を通した知識構成』をしたくなる
学習環境を教師が準備することが重要で」あ
るとすると，アクティブ・ラーニングでとら
れる＜課題設定―情報収集―討論―解決案・
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発信＞というサイクルのどの段階で，どこま
でを生徒自身に委ねるかという問題が検討さ
れねばならない。今回は学習負担への配慮か
ら，２年前のものとは言え，既習の題材に
よって内容が構成されたが，教科書教材を基
に，その内容を拡張し，発展させるような題
材の選定までを生徒（グループ）に任せるか
が検討されてよい。

・言語はコミュニケーションの道具であると言
われるが，英語という道具の使い方を学ぶ部
分と，その道具を使って何をするかの部分に
分けて，それぞれの学習のあり方を明確にし
ておく必要がある。アクティブ・ラーニング
は，言わば後者の視点からの発想であり，英
語は前者の側面をも有する教科・科目である
ことが軽んじられることがあれば，アクティ
ブ・ラーニングの名の下に行われる取り組み
自体が脆弱なものとなる恐れがある。

８　おわりに

　アクティブ・ラーニングは，本来，大学の単
位は授業と授業外の学習時間の総和に対して与
えられるものであるにも関わらず，これが実質
的に機能していないということ，講義型の知識
注入式授業では学習内容が定着し難いというこ
とから，学生の主体的な学習活動を求めるとい
う方向転換のために提唱されたものである。そ
れが広く小・中・高等学校に降ろされようとし
ている今，その趣旨を生かすためには，何が求
められているのかを意識しつつ，学校現場では
どこまでができて，どこから先は難しいという
ことを提言していくことも必要である。
　本研究における取り組みは，その一つの試み
であるが，全教科が一斉にアクティブ・ラーニ
ングを始めた際には，生徒の学習量などの点か
ら軌道修正が求められることも考えられる。そ
の修正が小幅なものにとどまるか，或いは大幅
なものとなるかは予測し難い。他教科の教員で
アクティブ・ラーニングに関心を持つ人たちと
も連携，協同しつつ，英語科としては何が，ど
こまでできるかを追究していくことが求められ

ていると言えよう。
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［附録］

外国語科（英語）学習指導案（コミュニケーション英語Ⅲ）
 香川県立高松北高等学校
 指導者　教諭　餅　知隆
１　日　時　平成28年５月14日（土）12：20～13：10
２　場　所　３年２組HR教室
３　学　級　３年２組（男子８名・女子８名，計16名）
４　生徒観　 文理混合の選抜クラスの一つ。ペア活動等，積極的に授業に参加する生徒が多いが，

英語に苦手意識がある生徒も少なくない。

５　単　元　Lesson １　Samurai and English
　　教科書　ELEMENT English Communication I. （Keirinkan）
６　単元観
　　（1）福沢諭吉が英語を学ぶに至った経緯，学習方法，そしてアメリカでの体験から学んだこと

について理解する。
　　（2）現在完了形，受動態を正しく理解し，話したり，書いたりすることができる。
７　単元の目標
　　〔目　　標〕① 　英語を通じて，積極的にコミュニケーションを図ろうとする態度を育成する

とともに，情報や考えなどを的確に理解したり適切に伝えたりする能力を養
う。

　　　　　　　　② 　４技能（読む・聞く・話す・書く）を駆使し，グループで協力しあうことで，
各自が物語を構築する。

８　評価規準（以下は一例）

①コミュニケーション
への関心・意欲・態度 ②外国語表現の能力 ③外国語理解の能力 ④言語や文化について

の知識・理解
［S］　うまく言えない
ことがあっても，既知
の語句や表現を用いる
などして情報や考えな
どを伝えている。

［W］　キーワードを適
切に用いて，要点が明
確な文章を書くことが
できる。

［L］　出来事や物語に
ついての説明を聞いて，
重要な語句などを手掛
かりにして概要や要点
を理解することができ
る。

［R］　現在完了形，受
動態についての知識を
身につけている。

９　指導と評価の計画

時 ねらい 評価（方法）

１ ジグソー法を用いたポスターツアー（１回目）を実施。全員が自分のパートを
グループメンバーに説明した後，ストーリー全体を完成させる。

観察及び
ワークシート

２ ジグソー法を用いたポスターツアー（２回目）を実施。前回，説明または理解
不十分だった箇所を補完し，ストーリー全体を完成させる。

観察及び
ワークシート

10　準備物　 ワークシート，ICT機器，キッチンタイマー，名札，ストップウォッチ（生徒の人数
分）等
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11　指導と評価の計画（1/2時間目）

学習の内容 生徒の活動 指導上の留意点 評価規準
との関連

評価
方法

導
入
と
準
備 

（９）

①手順の説明
②会話表現学習
③練習

・教師の指示を的確に理解する。
・質疑応答に便利な表現を習得する。
・ストップウォッチを使用しリテリング

の練習をする。

・ICT機器等を用
いて手順を端的
に説明する。

①

観察

展
開 

（40）

①第１回ポスター
ツアー（30）

②第１回ライティ
ング（10）

・ポスターツアーの実施。

・グループのメンバーと協力しあい，物
語全体の再生に努める。

・積極的に辞書を活用する。

・英語で円滑に活
動できているか
確 認 し， 必 要
に応じて支援す
る。

・机間指導

③

観察

確
認 

（１）

確認と復習 ・うまく伝えられなかった箇所や聞き取
れなかった部分を，次回までの課題と
する。

・代表的な誤答例
等を撮影，プロ
ジェクターに映
して共有する。

　　指導と評価の計画（2/2時間目）

学習の内容 生徒の活動 指導上の留意点 評価規準
との関連

評価
方法

準
備 

（５）
1/2と同じ（「①手順の説明」は省く）

展
開 

（42）

①第２回ポスター
ツアー（30）

②第２回ライティ
ング（12）

・ポスターツアーの実施。

・積極的に辞書を活用する。
・グループメンバーと協力しあい，より

精度の高い物語の再生に努める。

・英語で円滑に活
動できているか
確 認 し， 必 要
に応じて支援す
る。

・机間指導

④

②

観察

ま
と
め 

（３）

確認と振り返り ・配付される原文（資料⑦）と比較して，
自分の書いた英文がどの程度正しく再
生していたかを確認する。

・優秀な作品はプ
ロジェクターに
映 し て 共 有 す
る。

・ワークシートは
回収する。

②④ ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
に
則

り
，
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
を

評
価
（
後
日
）
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